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◆◆◆ おかげさまで開館 八周年 ◆◆◆

3 月 9 日（土）、髙瀬まちづくり協議会の主催により、髙瀬の「まちとみち」を考える集いが開催さ
れました。平成 19 年の協議会発足より当法人も協議会に参画しており、髙瀬地区の景観形成住民協定
に基づく修景事業等に協力してきました。

今回の集いは、協議会におけるこれまでの取り組みや成果を地域の皆さんで再確認し、髙瀬地区と玉
名温泉を結ぶ都市計画道路立願寺横町線の開通を機会に「まちとみち」について考えました。

（まちづくり推進部会）



毎年恒例の髙瀬蔵のど自慢グランプリ大会が 2/24 予選大会、3/30 前夜祭、3/31 決勝大会と盛大に

開催されました。決勝大会には多くのお客様が来られ、大いに盛り上がりました。予選大会を勝ち進

んだ 25 組の歌自慢の方々がグランプリの 40 型液晶 TV や豪華景品を目指して、生演奏をバックに素

晴らしい歌を聞かせて下さいました。特別ゲストのSHIME氏と樋口了一氏も最後に歌を披露して頂き、

来場者を魅了していました。

また、今大会に協賛して頂いた多数の企業様にはこの場をお借りしまして深く御礼申し上げます。

（音楽部会）



（文化部会）

2 月 3 日のお菓子づくり体験講座は、みかん饅頭の作り方を学びました。目の前にあると、

ついつい食べてしまうみかん。そんな事ありませんか？ みかん本来の味も美味しいですが、

そのみかんを饅頭にアレンジすると、その饅頭の味はまた格別です。その饅頭の作り方をレシ

ピによる分かりやすい説明と山嵜講師の楽しい会話により教えていただきました。

参加者からは「とても楽しかったです」「参考になりました、また参加したいです」などのコ

メントをいただき、寒さ厳しい 2 月、蔵の中は蒸しあがる饅頭の香りにつつまれていました。

2 月 17 日、恒例となった髙瀬蔵ガラクタ市。立春が過ぎたとはいえ、まだ朝の寒さに来場者を心配し

ましたが、開店前からたくさんのお客様にお越し頂きました。午前 10 時の販売と同時に、お買得品を

目当てに多くのお客様で大賑わい！レジはスタッフ不足で大変でしたが、熊本、八代、山鹿など市外

からのお客様に、髙瀬蔵の楽しさを大いにアピールできました。 （商店会イベント部会）



当法人運営につきましては、日頃よりご協力を賜

り感謝申し上げます。髙瀬蔵もおかげさまで開館八

周年を迎えます。これも会員の皆様方のご支援、ご

協力の賜物と重ねて感謝申し上げます。早速ですが、

平成 25 年度会費のお支払いを髙瀬蔵受付にて納入

頂きますようお願いします。（事務局）

■ 総 会
◇ 日 時 平成 25 年 5月 17 日（金）18:00 より
◇ 場 所 髙瀬蔵ホール

■ 懇親会（総会終了後）
◇ 日 時 平成 25 年 5月 17 日（金）19:00 より
◇ 場 所 髙瀬蔵ホール
◇ 参加費 2,000 円

正会員の方へのご案内は、別途送付いたします。
尚、賛助会員の方の懇親会への参加をお待ちし

ています。参加を希望される方は、準備の都合上、
5 月 10 日まで蔵受付にご連絡ください。

NPO 法人 髙瀬蔵
熊本県玉名市高瀬 155-1(〒865-0025)
TEL・FAX 0968-72-2480
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり)

髙瀬まちづくり協議会の矢田部会長より、

髙瀬のまちづくりの提言として、昨年度のワークショップの成果を踏まえて、

①「みんなでつくる賑わいづくり」

②「安全・人にやさしいみちづくり」

③「歴史を活かした“髙瀬ブランドづくり”」

の３つの方針が提案されました。

今回の集いでは、②の「みちづくり」について、皆さんと意見交換を行い、

今後、色んなアイデアを出し合い、地域のまとまりを作っていきたいと熱く語られました！

熊本県建築士会の村田明彦さんより、

髙瀬の通り（イメージ）についての提案がありました。

◎現況のイメージ パターン①
センターラインを消し、路側

帯を広げるパターン。

（対面通行）

パターン②
①から電柱及び電線を除いた

もの。

（対面通行）

パターン③
シケイン（S 字クランク）

を用いたもの。

（一方通行）

９つのグループに分かれ、ワークショップが行われました。髙瀬の通り（イメージ）の人気投票を

行った結果、パターン①の対面通行で、センターラインを消し、滲み出しで路側帯を設置し、視覚

的な効果によって歩行者を守るという方法がいいのではないか、という意見が多数ありました。


